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・ 全体の産卵群分布量は 2009 年の 1.3 倍と昨年に引き続き増加 

・ 北部海域では 2009 年の 2.6 倍に増加 

・ 石狩湾では大きく増加，岩内湾では 2009 年度の 6 割程度に減少 

・ 桧山海域は 1.2 倍に増加 

・ 各海域とも尾叉長 35～40cm の 2006 年級と思われる魚が主体 

 

道総研水産試験場で実施したスケトウダラ計量魚探調査結果をお知

らせします。 

１．調査海域と期間 

・調査期間： 2010（平成 22）年 10 月 13 日から 10 月 22 日 

・調査海域： 水深 200m より深い海域（図 1） 

・試験調査船： 北洋丸（計量魚探，着底トロール） 

      金星丸（計量魚探，着底トロール） 

 

２．調査結果 

 【魚群分布】 

・ 海域全体の産卵群分布量は、2009 年の 1.3 倍に増加した。 
・ 積丹半島以北海域では，スケトウダラの分布は武蔵堆周辺海域で多

く，産卵群分布量は 2009 年の 2.3 倍に増加した（図 2，4）。魚体サイ

ズは武蔵堆周辺では尾叉長 35cm～40cm 程度の 2006 年級と思わ

れる魚が主体であった（図 3）。 
・ 石狩湾海域では，2009 年の 1.9 倍に増加したが，岩内湾海域では

2009 年の 6 割程度に減少した。この海域でも尾叉長 35cm～40cm
程度の魚が中心であった。 

・ 桧山海域では本道沿岸域で少なく，概ね2008～09年と同じような分

布状況であった。分布量は 2009 年よりやや増加して 1.2 倍であった。

魚体サイズは他の海域より大きい魚の割合が高く、尾叉長 35～

50cm 程度の成魚が中心であった。分布深度のピークは，2008～09
年よりやや深く 390～400m であった（図 5）。 

 

図 1 調査海域 

直線は魚探調査ライン 

●（T1～T15）はトロール調査点。 
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図２ スケトウダラ分布図（魚探反応量），左：2009 年，右：2010 年 

円の大きさは，スケトウダラの反応の強さを示す。 
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図３ トロール調査で採集されたスケトウダラの体長（尾叉長） 

トロール地点は図１に示した。 
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武蔵堆南部～小樽堆 北緯 44 度ライン（西→東） 

 
石狩湾 北緯 43 度 30 分ライン（西→東） 

 

岩内湾 北緯 43 度ライン（西→東） 

 

檜山海域 北緯 42 度ライン（西→東） 

 

図４ スケトウダラの魚探反応図 

矢印はスケトウダラと考えられる反応。 
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【水温環境】 

100m 層水温は，北部海域で高く，南部海域で低かった（図 6）。岩内湾以北の海域は広く 8℃以上の水に覆

われており、昨年と比較してやや高かった。檜山沿岸では 6～7℃となっていた。 
 

３．産卵群の来遊状況と漁況 

調査海域全体の分布量は約 9 万トンと、2009 年（約 7 万トン）の 1.3 倍に増加した（図７）。この増加は豊度の

高い 2006 年級（４歳魚）によると考えられる。サイズも前年より一回り大きくなっており、海域によっては漁獲量が

2009 年より増加する可能性がある。 
しかし、漁獲物調査などの結果からみて 2006 年級より後に豊度の高い年級がいないと考えられるため、

「2006 年級をじょうずに取り残して、次の産卵につなげることが大事です！」 
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図７ スケトウダラ分布量（北部と南部海域の境界は北緯 43 度 30 分） 
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図５ 檜山海域（乙部沖）におけ

るスケトウダラの分布深度
図６ 道西日本海 100m 層水温分布

図（数字は水温、塗りつぶした

範囲は水温 8℃以上） 
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